
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 次那覇市地域福祉計画 

第 2 次那覇市地域福祉活動計画 

地域福祉とは、地域のさまざまな困りごとを、地域の人が顔見知りになり、

支え合うことで解決しようという考え方です。 

自治会や地域団体、企業、NPO、ボランティアなどが協力し、高齢者や障

がいのあるひと、子育て中の人、孤立しがちな人など、何らかの支援を必要と

するすべての人を対象に、皆で見守り・支え合うことで、赤ちゃんからお年寄

りまで誰もが安心していつまでも住み続けられるまちをつくるのが那覇市の

地域福祉計画・地域福祉活動計画の目標です。 

2019年（平成 31年）３月 

那覇市 

那覇市社会福祉協議会 

概要版 



 

 

 

 

 

 

「みつける：悩みを抱える人をみつけ

る」、「つなげる：悩みや困難を抱える人を

支援につなげる、地域がつながる」「みま

もる：地域で連携し、さりげなく見守る」

という地域の支え合いのサイクルがうま

く機能するまちづくりを目指しています。 

 

目 標１ 福祉活動を推進するための風土づくり 

都市化や生活スタイルの多様化によって、地域や人とひととのつながりは希薄化しつつあ

りますが、現在でも地域で支え合い、安心して暮らし続けたいという思いを多くの市民が持

っています。 

一人ひとりが地域の一員として、地域に愛着と感心を持ち住民や地域活動団体等と顔見知

りとなり、繋がっていくことが必要です。 

多様なテーマで住民同士がつながるきっかけづくりを通じて、地域住民を中心とした新た

な支え合いの仕組みを生む土台となる、思いやりの心を持った人づくり並びに誰も社会から

排除されることのない地域づくりを進めます。 

目 標２ 必要な人に最適な支援が届く仕組みをつくる 

住民や地域団体、事業者等が課題を抱える人に気づいた場合、課題が深刻化しないよう日

常の中で連携しながら見守っていける地域づくりを目指します。専門的な支援が必要と判断

されるケースについて、必要な情報や最適な支援が円滑に届く仕組みづくりに努めます。 

表面化しづらいニーズの把握に努めるとともに、行政と事業者の連携だけでなく多様な地

域資源の掘り起こし、公的サービスとインフォーマルサービスの組み合わせなど、コーディ

ネート機能の強化を図るとともに、健康や福祉に関する相談支援体制の確立や各種サービス

の質の向上を図ります。 

目 標３ 地域力を高め多様な支え合いの輪を拡げる 

誰にとっても、健やかに安心して暮らせる地域をつくっていくためには、日頃から住民同

士や地域関係者の顔のつながる関係を築いていくことが必要です。また幅広い世代が関わる

ことで多様性が生まれるとともに、関わる個人、団体が得意分野や強みを結集することで、

複雑な課題にも継続して対応できる「地域力」を高めることできると考えます。 

地域主体の新たな支え合いを育むため、各種講座やワークショップなど市民との協働の場面

において、気軽に活動に参加したくなるテーマ設定や呼びかけの工夫を行うなど、これまで

地域に関わりを持つことがなかった人を巻き込むきかっけづくりに努めます。さらに福祉人

材の育成・確保を図るとともに、だれもが気軽に活動に参加できる場の整備や福祉活動の担

い手となる様々な団体等の活動を支援し、地域独自の様々な活動による「支え合いの輪」を

拡げます。 

みつける 

つなげる みまもる 

地域の支え合い 

のサイクル 

地域福祉計画・地域福祉活動計画の基本目標 



 

 

 

 

 

第 4 次那覇市地域福祉計画・第 2 次那覇市地域福祉活動計画の施策の体系 

  
1-3-（１）防犯、防災を通した地域づくりの推進 
1-3-（２）ひとにやさしいまちづくりの推進 
1-3-（３）居住に課題を抱える世帯への支援 
 

 

1-2-（１）自治会・地域コミュニティ活動の活性化支援 

1-2-（２）民生委員児童委員の活動支援 

1-2-（３）各種関係団体等の活動支援 

 

 

1-1-（１）やさしさ・思いやりの心を育む 

1-1-（２）自然にあいさつを行える地域づくり 

1-1-（３）子どものふるさとづくりの推進 

1-1-（４）地域活動などに参加しやすいきっかけをつくる 

【基本理念】 赤ちゃんからお年寄り みんなが主役 なはのまち ～支え合い あんしん育む ゆいまーる～ 

【地域福祉を展開する上での視点】 

①他人事ではなく自分ごと≪誰も孤立させない≫ ②住民主体≪わたしたちが≫ ③個人の尊重≪一人ひとりを大切に≫ ④協働≪みんなで支え合って≫ 

⑤地域資源の活用≪人材や資源の有効活用≫ ⑥地域性≪地域らしさを大切に≫ ⑦安全・安心≪暮らしやすさを大切に≫ ⑧世代を超えた交流≪赤ちゃんからお年寄りまで≫ 

みつける 

つなげる みまもる 

目標１ 福祉活動を推進するための風土づくり 目標３ 地域力を高め多様な支え合いの輪を拡げる 目標２ 必要な人に最適な支援が届く仕組みをつくる 

1-1 地域や人がつながるきっかけをつくる 

1-2 地域関係団体等の活動支援 

1-3 誰もが安心して暮らせる地域をつくる 

  
2-3-（１）権利の擁護 
2-3-（２）避難行動要支援者に対する支援 
2-3-（３）複合的な困難を抱える人に対する支援 
 

 

2-2-（１）コミュニティソーシャルワーカーの養成と確保 

2-2-（２）ボランティアコーディネート機能の充実 

2-2-（３）地域見守り会議の推進 

 

 

2-1-（１）相談支援体制の充実 

2-1-（２）情報提供体制の充実 

2-1-（３）利用者のニーズに合ったサービスの充実 

2-1 サービスの利用支援と質の向上 

2-2 適切な支援につなぐ仕組みづくり 

2-3 支援を必要とする市民への対応 

  
3-3-（１）地域における見守り活動の推進 
3-3-（２）地域の生活支援活動の活性化 
3-3-（３）事業者の社会貢献活動の促進 
 

 

3-2-（１）活動拠点の確保 

3-2-（２）世代を超えて誰もが気軽に集える「場」づくりの支援 

 

 

 

3-1-（１）福祉人材の掘り起しと育成 

3-1-（２）各種ボランティア活動の促進 

 
 

3-1 地域の福祉を担う人材の育成 

3-2 活動の場の充実 

3-3 地域の課題を見つけ・見守る体制をつくる 

【重点的な取り組み】 

（１）圏域の明確化 

（２）圏域での支えあいのあり方 

（３）横断的連携体制の構築 

（４）PDCAサイクルによる計画の推進 

地域の支え合い 
のサイクル 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圏域での支え合いのあり方(イメージ) 

 



 

 

 

【この計画に関する問い合わせ先】 
 

那覇市 福祉部 福祉政策課 

〒900-8585  那覇市泉崎 1丁目 1番 1号 

電 話 番 号 （098）862-9002  FAX番号（098）862-0383 
 

那覇市社会福祉協議会 

〒901-0155  那覇市金城３丁目５番地の４ 

電 話 番 号 （098）857-7766  FAX番号（098）857-6052 


